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2 0 0 9～2 0 1 0 年度 R O T A R Y  C L U B  O F  T O Y O K A W A  H O I  C L U B  W E E K L Y 

 
 
 
 
 
 
例会日：毎週火曜日 12：30  例会場：豊川商工会議所 

会長：水野太一  幹事：岩瀬靖宏  ＳＡＡ：永田恵照  会報委員長：小田伊佐浩 

事務局：豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ホームページ http://toyokawahoi.tank.jp   Email hoirc@sala.or.jp 

本年度第２６回  通算１１４３回  平成２２年２月３日（水） 晴 
ゲ ス ト      （なし） 
ビジター  豊橋ＲＣ４名  豊橋南ＲＣ２名  豊橋ゴールデンＲＣ５名  豊橋東ＲＣ２名 
      蒲郡ＲＣ１名  田原パシフィックＲＣ１名  豊川ＲＣ６名 
出席報告  林博宣委員長 

会員総数 計算会員数 本日の出席者数 本日の出席率 1／19修正出席率 

５５名 ４３+５名 ２９名 ６０．４％ ９６％ 

司会進行  永田恵照ＳＡＡ 
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★会長の挨拶及び報告  水野太一会長 

こんにちは。今日は

節分例会にご参加あ

りがとうございまし

た。節分祭に参加の

方は、本殿にてご祈

祷を終えられ、邪気

を追い払い、一年の無病息災を願いとされる

豆まきをして頂きました。この不況も豆まき

で追い払いたいものです。皆様方のご健康と

ご繁栄を願っております。 
 私と岩瀬幹事は豊川クラブの近藤勲美さん

の告別式に参列してきまして、豆まきには参

加できませんでした。先週は豊川クラブの岩

瀬淳一郎さんの奥さんの告別式もあり、本当

に淋しく悲しい思いです。皆様方も寒さ厳し

い折ですので、お身体には充分にお気をつけ

頂きたいと思います。 
 ２月１日に宝飯郡最後の小坂井町と豊川市

の合併記念式典に出席して参りました。新豊

川市は人口約 18万 3千人になり、県内では、
春日井市に次ぐ 7番目の規模となったそうで
す。豊な自然や歴史遺産に恵まれた豊川市と

なり、農業、工業、商業も栄え、バランスの

とれた東三河第 2の都市になると良いと思っ
ております。 

★幹事報告       岩瀬靖宏幹事 

例会臨時変更のお知らせ 
 豊橋南・奥三河・渥美ＲＣ 

★二橋一彦宮司様ごあいさつ 

本日は、節分例

会を開催して頂

きましてありが

とうございます。

また有志の方は、

本殿にて豆まき

のご奉仕を賜り

ましてありがとうございました。温かく、お

天気も良くてよかったです。やぐらの下では、

保育園児や小学生が大勢きており、賑やかく

て、この節分祭の行事が微笑ましく、代々受

け継がれている行事であると思いました。 
 今年は「庚寅（かのえとら）」の年です。意

味合いとしては、「庚（こう）」は変化、更新

という意味があります。「寅（いん）」は慎む、

かしこまるという意味があります。合体させ

た「庚寅」の年は変化が厳しい年である。そ

れに対応するには、やはり自分の身をしっか

りと持ってかしこまって、対応する必要があ

るということが、二つの言葉を合体させた意

味に読み取れると思います。世情を考えます

時に、「当たらずと言えども遠からず」であろ

うと思います。60年前の庚寅を遡ってみます
と、ちょうど朝鮮動乱の年でありました。軍

事物資が必要で、日本でも盛んに作った年で

あります。産業が発達して上向きになった年

でありますが、隣の国で戦争をしていました

から不和がありました。120 年前は、選挙が
始めて行われた年でありまして、今までなか

ったことが起こった年です。庚寅の年は、そ

のような年であるようです。皆様方におかれ

ましては、そのような意味からも、頑張れる

ような一年になるように本日の節分例会で意

を固めて頂ければ幸いです。本日はありがと

うございました。 
 

★豆まきの様子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

会報担当者：小田伊佐浩会員、鈴木啓仁会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


